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新庄河川事務所 鮭川出張所

第１回 鮭川管内工事安全パトロール

９月１４日（水）に、鮭川出張所管内の工事安全パトロールが行われました。新庄河川事務所・鮭川出張所・工事関係者
が参加し、｢最上川中流鮭川地区維持工事｣｢最上川中流木ノ下地区堤防強化工事｣｢鮭川流域小又川砂防堰堤工事用
道路工事｣の３箇所の工事現場を点検しました。

鮭川出張所管内の堤防除草について
鮭川出張所管内では、毎年堤防の除草を行って

います。堤防の除草は、堤防の変状等を把握し、
洪水時に備えるために行われているものです。
また、河川利用にあたっての安全確保や、ゴミ等
の捨てにくい環境の形成にもつながります。除草
作業の際は、周辺の皆さまのご迷惑にならないよ
う配慮して進めておりますので、ご理解とご協力
をお願いいたします。

河川の利用について（お願い）
これからの季節、芋煮会などで河川を利用する人が増えてきます。河川は誰もが自由に利用できる公共の空間でも

ありますが、河川利用にあたっては他の河川利用者や、近隣住民の方に十分配慮し危険な行為や迷惑にならないよう
安全に注意し利用して下さい。

☑ゴミは必ず持ち帰り、各自で処分しましょう。

☑火の取り扱いには十分に注意しましょう。

（直火での利用は避けて下さい。）

☑周辺の道路や堤防への違法駐車はやめましょう。

☑迷惑行為（騒音等）はやめましょう。

☑気象情報に注意しましょう。(河川の増水)

☑新型コロナ感染防止対策をしましょう。

※イベント等については、一時
占用や届け出が必要となる場合
がありますので、最寄りの各出
張所にお問い合わせ下さい。
マナーを守り安全で快適な利用
がなされるように、ご理解とご
協力をお願いします。

～安全意識を持ち｢労働災害ゼロ｣を目指します～

安全パトロールとは？
工事の労働災害を未然に防ぐことを目的として、毎年実施しています。発注者と請負者が合同で行い、それぞれの
視点から安全を確認し、事故や災害につながる要因を早期に発見・改善して作業現場の安全確保と快適な現場
環境を目指すために行われています。
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鮭川管内観測所の基準水位洪水予報・水防警報とは？

水門等水位観測員として４６年間施
設の点検整備を定期的に行うなど、災
害の軽減に貢献された矢口喜一郎さん
(川口第一排水樋管)が表彰されました。
表彰式当日は都合により欠席だった為、
鮭川出張所長より表彰状が手渡されま
した。地域のみなさんのために活動し
ていただきありがとうございます。

庭月第二排水樋管の観測員が交代に
なりました。
前任者の信夫俊治さんにおかれまして
は、平成２４年から、業務に従事していた
だきました。地域防災のためにご尽力い
ただき、ありがとうございました。

水位観測員の交代

これからよろしくお願いします。

新庄河川事務所では最上川中流及び
鮭川の洪水時に、迅速な避難を支援す
るため気象台と共同で「洪水予報」を、
また洪水被害を軽減させる水防活動の
ための「水防警報」を発令しています。
「洪水予報」や「水防警報」は基準観測
所の水位に基づいて発表されます。

信夫俊治さん

ありがとうございました。

五十嵐一也さん

新しい観測員

市町村長の高齢者等
避難の発令判断の目安

市町村長の避難指示
の発令判断の目安

水防団の出動の目安

水防団が水防活動を始め
る目安となる水位

安全な避難が厳しい状況です。少しでも身の
安全を確保するための行動をとりましょう。

危険な場所にいる人は、全員避難が必要です。
対象地域の方は全員速やかに危険な場所から
避難しましょう。

避難に時間がかかる高齢者の方や障がい
のある方、避難を支援する方は安全な場
所へ避難しましょう。

避難場所、避難経路、避難のタイミン
グの確認など、避難に備え、自らの避
難行動を確認しましょう。

最新の防災気象状況など、災害への心
構えを高めましょう。


